
いよいよ梅雨に入りました。「緊急事態宣言」の期間は過ぎましたが、引き続き「まん延防止等重点

措置」期間になっています。なんとなく気が晴れない日が多いかもしれませんが、この場は、しっか

りと対応してこの場をのりこえていきましょう。何より一人一人がウイルスに感染しないための注意

が一番大切だと言われています。 

 

１ 購入したスタンドパイプで、

新設消火栓での放水訓練実施 

皆さん参加してください 
日時＝７月4日（日）１０時〜１１時  

新設された消火栓の場所で行います。 

 現在、 既存の府中用水側と、新設の

小笠原･星さん宅前の２か所あります。  

 今回は、新たに購入した可搬式スタ

ンドパイプを、格納場所から搬出し、

消火までの栓まで搬送し、接続、そし

て放水までの手順確認訓練になりま

す。したがって、１回の放水時間は３

０秒以内で、参加者の状況によって３

ないし５回ほど行う予定です。今後こ

のスタンドパイプは集会所玄関に常置

しておきます。 

今回のニュースから、月別睦会の活動予定カレンダーを掲載

する予定です。お役にたててください 。 

ホース 

購入したスタンドパイプ 

ホース 

筒先 

マンホール開けと

開栓器 

災害と言っても何より怖いのは火災です。私たちの財

産を火災から守りましょう。え？もちろん命もです。とり

あえずどんなものかご覧ください。当日は分団が指導

してくれますが、消防車を使っての放水はしません。 



2 令和3年度サロン・ド・ムツミ「いきいきアクションプラン事業・多摩川の植生についてのお話

会」東京都の補助金を受けて実施しました。                     

♥実施日時＝５月９日（日）10:00〜    12：30＝桜丘睦会集会所      

「土手の草花 」の著者である「中本賢さん」に多摩川のお話を聞きました。中本賢さんの迫力あるお

話は、大変盛り上がり、多摩川の散歩と野草観察は、別の日に実施してくださることになったほどで

した。                                                                                              

♥中本賢さんのお話から抜粋♥ 

多摩川は、河口から源流まで138㎞流域面積で、1240㎢の１級河川です。昭和３０年代までは下水

が流入してあちこちで泡が立ち、風で飛ぶ等、汚れた川でした。植物は、生える地を選んで育ちま

す。河の氾濫は植生を変え、整えます。今では、アユが逆上するきれいな川になりました。その理由

として、下水は、浄化して多摩川に戻しています。植生を見ると、海との境が分かります。種が上流

から運ばれて根づくところで分かります。河口付近では、しじみ・ハマグリ等の貝がたくさんいま

す。貝等の水の浄化能力はすごく、１時間でしじみ200 cc.アサリ１ℓ.ガキでは10ℓ水を浄化して

しまいます。もっと、川と川辺を楽しみ、大事にしていきましょう 

  多摩川の土手を歩いて草花と遊ぶ会を行います。 中本賢さんがご案内してくださいま

す。日程が決まり次第、お知らせします。�  集会所右奥の棚に、著書「多摩川ノート⁼土手

の草花」が１０冊あります。どうぞ皆さん、読んでください。 

 

3 ＰIZZA窯巡回

 

♥日時＝５月10日（月）リヤカーに積んだピザ窯に火を入れ、桜丘睦会地内の道路を回ります。 

ピザ焼き・焼芋・ジャガイモ等の希望に応えながら、交流を図り見守りも行いました。この日は、かわい 

いお客さんが大勢来てくれました。自主保育の人達です。        次回は7月14日です。 


